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特別管理産業廃棄物管理責任者に
関する講習会

　［概要］特別管理産業廃棄物管理

責任者に関する講習会は、廃棄物処

理法に定められている特別管理産業

廃棄物管理責任者になろうとする人

などが、必要な知識を習得すること

を目的としている。

　［受講対象者］特別管理産業廃棄

物管理責任者の資格を取得されたい

方などが対象。

　［受講の目的］特別管理産業廃棄

物に係わる管理全般にわたる業務を、

適切に遂行するために必要な知識及び

技能を習得することを目的としている。

　［講習会］講習会名：特別管理廃

棄物管理責任者に関する講習会、対

象者：特別管理産業廃棄物管理責任

者の資格並びに必要な知識を習得し

ようとする方、講習機関：１日、受

講料：12,000円（税込み）

　[平成24年度講習会] 開催日程の公

表：平成24年３月25日、受付開始：

平成24年４月１日。

　申し込み受付については、４月１日

以降に各都道府県にある産業廃棄物

協会に問い合わせを。

　[詳細] ㈳愛知県産業廃棄物協会　

〒460-0022 名古屋市中区金山2-10-9

第８フクマビル５F

TEL052(332)0346 FAX052(322)0136

■愛知県印刷工業組合の新印刷会館

「MEDIAGE Aichi（メディアージュ

愛知）」が竣工いたしました。２月

16日に来賓、組合員の方々約130名

の参加を得まして竣工披露祝賀会を

開催いたしました。ご参加いただき

ました皆様にお礼申しあげますとと

もに、ご都合で参加できなかった皆

さんも、是非一度足をお運びくださ

い。新印刷会館メディアージュ愛知

　愛知、岐阜、三重３県の印刷工業組合と愛知県印刷協同組合が主催し、“まちの

魅力を伝えよう！”をテーマに開かれました第２回「ポスターグランプリ」の作品

集が出来上がりました。作品集には、グランプリ、優秀賞、特別賞、協賛会社賞、

そして、入選作品151点が掲載されています。

　作品集の刊行にあたり、愛印工組髙井昭弘理事長は次のような言葉を寄せていま

す。「前回を越える300点近くの応募がありました。どの作品も大変素晴らしく、

若者の感性の豊かさに感動いたしました。時代はハードからソフトに変遷しており

ますが、そのソフトの中心にはデザインがあります。これを支えていくのは学生さ

んたちです。彼らの若く新しい感性や発想が最も必要とされている時代だと思いま

す。デザインは、我々の業界においてはなくてはならないものの一つです。デザイ

ンなくしては成り立たない業界です。このポスターグランプリが目的としている

『デザインを志す若者の育成』は、ひいては未来の印刷業界の発展に繋がると信じ

ております。デザインを志す若者が、力を発揮できる場所は印刷業界であると認識

し、組合としても頑張ってまいります」。（抜粋）

は、業界の拠点として、組合員の皆

様方の情報発信基地としての役割を

担っていきます。今後、講習会、セ

ミナー、各種の催しものなどを通じ、

最新情報の提供、また、人材育成セ

ンターとして幅広い活動を行ってま

いります。ご期待ください。■本文

７ページの記事中にもご案内いたし

ましたが、４階にテナントを募集し

ております。地下鉄桜通線「高岳」

駅１番出口から徒歩３分の立地条件

にあります。テナントを探している

企業など、お心当たりがありました

ら是非お勧めください。■新しい事

務所に移り事務職員も頑張っており

ます。組合事業に関し、何かありま

したらお気軽に声を掛けていただけ

れば幸いです。
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巻頭言

　我々の新しい基地、印刷会館「MEDIAGE 
Aichi｣（メディアージュ愛知）が、竣工しました。
　約50年の歳月が流れ生まれ変わった姿は、今
の時代に即したすばらしい建物になりました。
　よく知り合いに「高岳に印刷会館ってあるよ
ね、もうかなり年代ものだね！」と言われた覚
えがあります。
　この業界に生きる者として、印刷が古臭いイ
メージを持たれたような気がして、悔しい思い
をしたことを覚えています。
　また、昨年の震災後は特に老朽化した建物で
のセミナー開催に不安を感じたこともありました。
　新会館には、関連業界・団体の方々に以前か
らも入居していただいておりましたが、まだテ
ナントに余裕があるので是非、印刷関連業界の
方に入居いただけると新たな情報発信基地とし
て、更にシンボル的な存在になるのではないで
しょうか。
　新会館の建替えには、本当にたくさんの方々
や組合員の皆さんにご協力をいただきました。
感謝を申し上げます。
　しかし、今回の新会館の建設に際して、私が
最も感謝を申し上げたいのは、前理事長で協同
組合の白井紘一理事長と現工業組合の髙井昭弘 

理事長であります。
　このお二人がいなかったら新会館の建設は、
まだ実現していなかったと思っています。
　何年も前からお二人が建替えのことを話して
みえるのを知ってはいましたが、聞けば聞くほ
ど複雑な状態で、一筋縄ではとても解決できな
い問題が、山積みの状態でした。ただでさえ公
務に追われてお忙しい中、本当にご苦労なさっ
たと思われます。
　以前より髙井理事長は方針の中で、経常利益
率５％達成・業態変革の推進を唱えてみえました。
　組合員の皆さんの中には、「そんなこと言っ
ても無理だよ！」なんて思われた方もみえるか
も知れませんが、新会館の建設過程で、お二人
のリーダーシップと、目標達成への執念の凄さ
を感じました。
　私は経営革新委員会の担当ですが、セミナー
でどんな勉強をして知識を得ても、どんな目標
を掲げても要は必ず実行して目標を達成する不
退転の精神が必要である事を、改めて学ばせて
いただきました。
　お二人が、「MEDIAGE Aichi｣（メディアージュ
愛知）という財産を業界に残して下さったこと
に深く敬意と感謝を申し上げます。

「感　謝」

副理事長　細井　俊男

お知らせ

事務局だより

第２回ポスターグランプリコンペティション

「作品集」ができました

作品集は、A4判16ページ、非売品。
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　新印刷会館「MEDIAGE Aichi」の竣工記念祝賀会が２月16日午後５時30分より、竣工なった会館
の４階において、来賓、組合員ら約130名が出席し行われた。
　岡田邦義副理事長の司会で、白井紘一愛知県印刷協同組合理事長（別項参照）、髙井昭弘愛知県印刷
工業組合理事長（別項参照）が挨拶、次いで、感謝状贈呈に移り、会館建設に多額の寄付をした前﨑弘
光氏（昭和印刷㈱、前﨑正太郎氏代理出席）、会館の名称募集で、MEDIAGE Aichiと命名した江口豊

隆氏（江口印刷㈱）、会館建設の設計監理を担当した㈱オーク建築設計事務所、建設工事を担当したま
るひ建設㈱にそれぞれ感謝状が贈られた。
　来賓祝辞では、全国中小企業団体中央会会長（愛知県中小企業団体中央会会長）鶴田欣也氏、中部地
区印刷協議会会長（岐阜県印刷工業組合理事長）四橋英児氏がお祝いの言葉を述べた。次いで、乾杯の

音頭を全日本印刷工業組合連合会会長水上光啓氏が行い祝宴に入った。
　出席者が竣工を祝うとともに歓談に華をさせた。宴たけなわの中、木野瀬吉孝
副理事長の中締めで竣工祝賀会を終了した。

■竣工記念祝賀会に来賓・組合員ら約130名が出席
新印刷会館「MEDIAGE Aichi」の竣工を祝う

来賓祝辞を述べる鶴田欣也
全国中小企業団体中央会会
長（左）。来賓祝辞を述べる
四橋英児中部地区印刷協議
会会長（上）

約130名が出席した竣工祝賀会。円内は、司会を務めた岡田副理事長

乾杯の発声をする水上光啓全日本印刷工業組合連合会会長

感謝状を受ける前﨑正太郎氏 感謝状を受ける江口豊隆氏
祭壇も祭られました

「私は、理事長を拝命したと
き、その役割は“橋渡し役”
と申しあげた。新印刷会館
の竣工により、役目が果た
せたのではないかと思う」
と、白井紘一愛知県印刷協
同組合理事長

「健康な印刷産業、夢のある印刷産業へ、その
道筋を示す拠点がMEDIAGE Aichiである」
と、髙井昭弘愛知県印刷工業組合理事長

時間のたつのも忘れ、新たな情
報発信基地となる新印刷会館
「MEDIAGE Aichi」への期待
を胸に、和気藹々の懇談が続い
た竣工披露祝賀会

お礼の言葉を述べる木野瀬吉
孝副理事長（右上）

愛知県印刷工業組合
新印刷会館
愛知県印刷工業組合
新印刷会館「MEDIAGE Aichi（メディアージュ愛知）」「MEDIAGE Aichi（メディアージュ愛知）」 

印刷産業発展の“要”
情報発信基地、人材教育センターの役割  を担い
印刷産業発展の“要”
情報発信基地、人材教育センターの役割  を担い

竣工記念祝賀会
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「MEDIAGE Aichi」竣工祝賀会に集う皆さん
「MEDIAGE Aichi」は、会議、講習、講演、研修など、
 各種催事にご利用いただけます
プロジェクター、スクリーン、マイク完備／貸駐車場／セキュリティ完備／オールOAフロア
お問い合わせは、TEL052-962-5771（印刷工業組合）まで。

「メディアージュ」とは、メディア（Media）と世紀（Age）からなる造語。「多様化する
メディアに対応できる世代が集う場」となるよう、願いが込められている。

（編集部：ご参加いただきました皆さんのスナッ
プ写真を、できる限り数多く掲載できるよう試
みましたが、誌面の都合もあり、一部のみとな
りましたことお詫び申しあげます）

「MEDIAGE Aichi」玄関前で。右より、岡田副理事長、
鳥原副理事長、木野瀬副理事長、白井協同組合理事長、
髙井工業組合理事長、細井副理事長、加藤専務理事

「MEDIAGE Aichi」各階間取り

４F／愛知県紙
器段ボール箱
工業組合

３F／中部印刷
工業厚生年金
基金、大会議室

２F／全国印刷
工業健康保険
組合東海支部

１F／愛知県
印刷工業組合、
中部グラフィ
ックコミュニケ
ーションズ工
業組合

MEDIAGE Aichi
テナント料(月)：8,600円／坪、共益費(月)：2,000
円／坪、保証金：テナント料の6か月分（いずれも税
抜き料金）。他に、警備料、電気料がかかります。
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　新印刷会館を建設するにあたって、組合員のお一
人お一人に大きなご協力、ご支援をいただきました。
その結果として今日の祝賀会を迎えることができま
した。心からお礼申し上げます。
　組合の理事をおおせつかってから約30年になり
ます。理事になった当初、旧印刷会館にはいろいろ
な問題があるということを聞きました。したがって
旧印刷会館を建て直さなければならなくなった時か
らの６年間が大変でした。多くの先輩方にご相談申
し上げたり、アドバイスをいただきました。“建築
主”という大役をおおせつかり、いま無事新印刷会
館が竣工でき感無量です。これからの私の人生の中
で、大きな思い出になることでしょう。
　最後に髙井（昭弘理事長）さんと組合員の皆様に
申し上げたい。私の理事長職を含めてのこれまでの
６年間、髙井さんから素晴らしい経験、勉強をさせ
ていただきました。そして、組合員の皆様からは厳
しいご指摘をいただく一方で、本当に暖かなお言葉
もたくさんいただきました。あらためて心からお礼
申し上げます。ありがとうございました。

するメディアに対応できる世代が集う場」と位置付
けることによって、既存の印刷の枠を超えて、組合
員が今後増える可能性が大いにあると思います。
　印刷業界は厳しい環境にありますが、情報の提供、
伝達という原点に立ち返り、情報サービス業として
リセット、スタートすれば、必ず展望は開けるはず
です。いつの時代にも情報発信者は存在します。
　視点を変えると、情報発信手段が多様化した現在
こそがビジネスチャンスなのです。ビジネスチャン
スを的確にキャッチし、新たなビジネスモデルを構
築するには、最新の情報収集、人材育成などが不可
欠です。
　新印刷会館はそのための拠点として機能します。
情報発信基地、人材教育センター、それが新印刷会
館です。
　新印刷会館の竣工を契機として『健康な印刷産
業』『夢のある印刷産業』を組合員の皆様と一緒に
つくっていきたいと思います。
　組合員の皆様の組合事業への積極的な参加を期待
します。

　今から144年前の1868年（明治元年）に京都で創
業した「石田旭山印刷所」が大日本スクリーン製造
のルーツです。そして石田旭山印刷所の写真製版用
ガラススクリーン研究・開発・製造部門が独立して
できたのが、大日本スクリーン製造です。1934年
（昭和18年）のことです。従業員は7名でした。
　それからの歴史は「イノベーションの歴史」と
いってもよく、写真製版用ガラススクリーンの技術
を多方面に展開し、「思考展開」の経営理念のもと、
事業の多角化を図りました。写真製版用ガラスス
クリーンの写真蝕刻技術は、印刷製版周辺機器、カ
ラーテレビブラウン管用マスク、プリント配線板製
造装置、半導体製造装置、FPD製造装置などの製造
に応用され、現在も進化を続けています。
　石田旭山印刷所の創業者（石田才次郎／「旭山」
は雅号）から４代目となる私は1966年（昭和41年）
に大日本スクリーン製造に入社しましたが、石田旭
山印刷所に出向した経験があります。そこで実践し
たことは、画像技術を生かした「拡印刷」です。具
体的には、画像の拡大技術を建装材業界へ、そして
画像の縮小技術をエレクトロニクス業界へ展開し
たのです。これにともない、「写真技術を化けさせ
る」という意味合いから、石田旭山印刷所という
社名を「写真化学」と変更しました。業績は向上し、
出向後５年後の1973年（昭和48年）には、売上高11
億円、従業員100名へと拡大しました。

　石田旭山印刷所への出向は私にとって多くを学ぶ
良い経験となりました。大日本スクリーン製造へ復
帰後、この経験を生かし、「思考展開」にプラスし
て「脱本業・拡本業」を経営理念としました。
　「脱本業」とは、本業からの脱却ではなく、本業
で培った技術やノウハウに磨きをかけ、従来の手法
を変革し、本業をさらに進化させることです。また、
「拡本業」とは、本業のコア技術を新たな分野に応
用展開、他企業、大学、研究機関とのコラボレー
ションを含め、新事業へ果敢に挑戦することです。
　この結果として、半導体製造装置、液晶製造装置
などの電子工業用機器が売上に占める比率が高くな
り、海外比率も相対的に高くなってきました。
　「脱本業・拡本業」の次に志向しているのは、
「脱地域」です。具体的には「地場産業から国内・
世界へ」ということです。中国の印刷会社の事例を
紹介しましょう。北京の大手印刷会社では輸出が30
～50％を占めます。また、香港の印刷業界は75～
100％が輸出です。グローバル化により、さらなる
伸張を図っているのです。
　「地場産業から国内・世界へ」は、シーラカンス
やメタセコイヤといった生きた化石にならないよう
になるためにも必要なことです。進化しないと退化
してしまいます。開発・製造・営業・人事・理財と
いった経営要素のパワーバランスを保ちながら、一
緒に乱世を駆け抜けましょう。

　「MEDIAGE Aichi」のMEDIAGEは、｢MEDIA
（情報媒体）」と「AGE（世代）」の造語です。組合
員の減少が続いていますが、新印刷会館を「多様化
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竣工記念祝賀会における理事長の挨拶

髙井理事長と
　組合員の皆様に感謝
愛知県印刷協同組合　白井 紘一理事長

組合事業への
　積極的な参加を期待
愛知県印刷工業組合　髙井 昭弘理事長

■竣工記念講演会

大日本スクリーン製造㈱ 石田明会長

脱本業・拡本業へのイノベーション

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考
事業・行事 印刷業界の新人社員研修会
ところ ＭＥＤＩＡＧＥ Ａｉｃｈｉ
 （前 愛知県印刷会館）
※開催職務又は教科の内容及び実施日程は組
　合ホームページでご確認ください。
　http://www.ai-in-ko.or.jp
※１講座毎のお申し込みも受け付けております。
※新入社員向けの内容ですがどなた様でも受
　付させていただきます。
事業・行事 平成24年度　通常総代会
ところ 名古屋観光ホテル
※現職及び新任の理事・総代の方はご出席を
　お願い致します。

4月 3 日㈫
　　 ～

9月27日㈭

5月18日㈮

講演中の石田会長と大勢の聴講者でうまった会場
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　最後に髙井（昭弘理事長）さんと組合員の皆様に
申し上げたい。私の理事長職を含めてのこれまでの
６年間、髙井さんから素晴らしい経験、勉強をさせ
ていただきました。そして、組合員の皆様からは厳
しいご指摘をいただく一方で、本当に暖かなお言葉
もたくさんいただきました。あらためて心からお礼
申し上げます。ありがとうございました。

するメディアに対応できる世代が集う場」と位置付
けることによって、既存の印刷の枠を超えて、組合
員が今後増える可能性が大いにあると思います。
　印刷業界は厳しい環境にありますが、情報の提供、
伝達という原点に立ち返り、情報サービス業として
リセット、スタートすれば、必ず展望は開けるはず
です。いつの時代にも情報発信者は存在します。
　視点を変えると、情報発信手段が多様化した現在
こそがビジネスチャンスなのです。ビジネスチャン
スを的確にキャッチし、新たなビジネスモデルを構
築するには、最新の情報収集、人材育成などが不可
欠です。
　新印刷会館はそのための拠点として機能します。
情報発信基地、人材教育センター、それが新印刷会
館です。
　新印刷会館の竣工を契機として『健康な印刷産
業』『夢のある印刷産業』を組合員の皆様と一緒に
つくっていきたいと思います。
　組合員の皆様の組合事業への積極的な参加を期待
します。

　今から144年前の1868年（明治元年）に京都で創
業した「石田旭山印刷所」が大日本スクリーン製造
のルーツです。そして石田旭山印刷所の写真製版用
ガラススクリーン研究・開発・製造部門が独立して
できたのが、大日本スクリーン製造です。1934年
（昭和18年）のことです。従業員は7名でした。
　それからの歴史は「イノベーションの歴史」と
いってもよく、写真製版用ガラススクリーンの技術
を多方面に展開し、「思考展開」の経営理念のもと、
事業の多角化を図りました。写真製版用ガラスス
クリーンの写真蝕刻技術は、印刷製版周辺機器、カ
ラーテレビブラウン管用マスク、プリント配線板製
造装置、半導体製造装置、FPD製造装置などの製造
に応用され、現在も進化を続けています。
　石田旭山印刷所の創業者（石田才次郎／「旭山」
は雅号）から４代目となる私は1966年（昭和41年）
に大日本スクリーン製造に入社しましたが、石田旭
山印刷所に出向した経験があります。そこで実践し
たことは、画像技術を生かした「拡印刷」です。具
体的には、画像の拡大技術を建装材業界へ、そして
画像の縮小技術をエレクトロニクス業界へ展開し
たのです。これにともない、「写真技術を化けさせ
る」という意味合いから、石田旭山印刷所という
社名を「写真化学」と変更しました。業績は向上し、
出向後５年後の1973年（昭和48年）には、売上高11
億円、従業員100名へと拡大しました。

　石田旭山印刷所への出向は私にとって多くを学ぶ
良い経験となりました。大日本スクリーン製造へ復
帰後、この経験を生かし、「思考展開」にプラスし
て「脱本業・拡本業」を経営理念としました。
　「脱本業」とは、本業からの脱却ではなく、本業
で培った技術やノウハウに磨きをかけ、従来の手法
を変革し、本業をさらに進化させることです。また、
「拡本業」とは、本業のコア技術を新たな分野に応
用展開、他企業、大学、研究機関とのコラボレー
ションを含め、新事業へ果敢に挑戦することです。
　この結果として、半導体製造装置、液晶製造装置
などの電子工業用機器が売上に占める比率が高くな
り、海外比率も相対的に高くなってきました。
　「脱本業・拡本業」の次に志向しているのは、
「脱地域」です。具体的には「地場産業から国内・
世界へ」ということです。中国の印刷会社の事例を
紹介しましょう。北京の大手印刷会社では輸出が30
～50％を占めます。また、香港の印刷業界は75～
100％が輸出です。グローバル化により、さらなる
伸張を図っているのです。
　「地場産業から国内・世界へ」は、シーラカンス
やメタセコイヤといった生きた化石にならないよう
になるためにも必要なことです。進化しないと退化
してしまいます。開発・製造・営業・人事・理財と
いった経営要素のパワーバランスを保ちながら、一
緒に乱世を駆け抜けましょう。

　「MEDIAGE Aichi」のMEDIAGEは、｢MEDIA
（情報媒体）」と「AGE（世代）」の造語です。組合
員の減少が続いていますが、新印刷会館を「多様化

－ 8 － － 9 －

竣工記念祝賀会における理事長の挨拶

髙井理事長と
　組合員の皆様に感謝
愛知県印刷協同組合　白井 紘一理事長

組合事業への
　積極的な参加を期待
愛知県印刷工業組合　髙井 昭弘理事長

■竣工記念講演会

大日本スクリーン製造㈱ 石田明会長

脱本業・拡本業へのイノベーション

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考
事業・行事 印刷業界の新人社員研修会
ところ ＭＥＤＩＡＧＥ Ａｉｃｈｉ
 （前 愛知県印刷会館）
※開催職務又は教科の内容及び実施日程は組
　合ホームページでご確認ください。
　http://www.ai-in-ko.or.jp
※１講座毎のお申し込みも受け付けております。
※新入社員向けの内容ですがどなた様でも受
　付させていただきます。
事業・行事 平成24年度　通常総代会
ところ 名古屋観光ホテル
※現職及び新任の理事・総代の方はご出席を
　お願い致します。

4月 3 日㈫
　　 ～

9月27日㈭

5月18日㈮

講演中の石田会長と大勢の聴講者でうまった会場



　平成23年度２月期理事会（第６回）・支部長会
（第３回）が、２月16日午前11時より、メディアー
ジュ愛知3階会議室で開催されました。
　冒頭、挨拶に立った髙井昭弘理事長は、「メディ
アージュ愛知での初めての理事会です」と前置きし
て、次のように述べました。
　「新しい会館の建設にあたって“このような時期
によくやるね”という言葉を聞きました。しかし、
今、振り返ってみて、建設して良かったと私は確信
しています。これも皆様のご協力、ご助言のたまも
のです。この場を借りてお礼申し上げます」
　この後、規定により髙井理事長が議長を務め、理
事会・支部長会に入りました。
　〈理事会〉
　1組合員の加入・脱退
　「加入なし、脱退1社」と加藤修専務理事が報告。
　2平成23年度決算見込みの件
　髙井理事長が平成23年度一般会計収支決算見込み
（平成24年１月現在）を説明。説明の中で「今期は
約700万円の赤字を見込んでいましたが、赤字が大
幅に減少してきました」と述べ、収支が当初より改
善される見通しを明らかにしました。
　3愛知県印刷会館竣工記念事業の件
　木野瀬吉孝副理事長が、理事会・支部長会後に開
催される記念講演会、記念祝賀会の内容を説明。
　4平成23年度委員会事業の報告（前回理事会12/2

以降）
　●組織・官公需委員会
　吉川正敏委員長が「印刷物の積算見積書提出に関
するアンケート」を中心に、官公需対策の進捗状況
を説明。木野瀬副理事長が「アンケートで返答の無
い会社は『賛成とみなす』という一文を付け加えて
いただきました」と捕捉説明。
　●経営・革新環境委員会
　細井俊男副理事長が第３回ポスターグランプリの
実施要領を説明。
　●マーケティング委員会
　鬼頭則夫委員長が１月17日開催の委員会（議題は
竣工記念セミナー）の内容を報告。
　●共済・労務委員会
　猪飼重太郎委員長がレクリエーションと共済事業
について説明するとともに協力を要請。
　●教育委員会
　岡田邦義副理事長が平成24年度「印刷業界の新入
社員研修会」の内容を説明するとともにAdobe全印
工連特別ライセンス第２期募集結果を報告。
　●青年部
　荒川壮一担当理事が全国の青年印刷人が集うイベ
ント「Print Next2014」を名古屋（中部ブロック）
で開催することを報告。
　この後、髙井理事長から全印工連の次期役員の報
告があり、愛印工の次期副理事長については、次期
理事長候補の木野瀬副理事長が、細井俊男、鳥原久
資、岡田邦義の３副理事長の留任、鈴木正理事（東
三河支部長）の新任を提案。拍手で承認されました。
　5報告事項
　なし
　6その他

　商工中金の特別融資制度について加藤専務理事が
説明。
　〈支部長会〉
　各支部長及び代理人が支部の活動状況を報告。
　　■組織・官公需委員会の報告に関しての質疑応
答
　組織・官公需委員会の官公需対策に対して、出席
理事から「三重県では北川（正恭）知事の時に、県
庁内の印刷機を全部出しました。愛知県でも、県庁
や各市町村が設備する印刷機を全部出していただく
ような要請を組合が絶対にすべきではないでしょう
か」という意見が出されました。
　これに対して木野瀬副理事長は次のように回答し
ました。
　「県の印刷機に関しては申し入れはしてあります。
県の意向としては、正式な返答ではないのですが、
『今後、もう入れることはない。増設することはな
い』とのことです。ただ、現在使用中のものは、し
ばらくは使うという姿勢です」
　官公需対策に関連して、木野瀬副理事長は官公庁
の一般競争入札における「競り下げ方式」（一定の
時間内に複数の入札業者に繰り返し最安値を競わせ
る方式）導入がデフレと価格破壊をもたらすと危険
性を指摘。昨年12月と本年１月に競り下げ方式に
よる入札を実施した厚生労働省に個人的に抗議文を
送り、「その返答を厚生労働省からもらう」ことに
なっていることを明らかにしました。
　また、木野瀬副理事長は「印刷物の積算見積書提
出に関するアンケート」の目的を説明し、理解と協
力を求めました。
　なお、出席理事から「厳しい姿勢でないと、業界
は流されてしまいます。活動内容や返答を報告して
ください」という要望が出されましたので、随時、
「あいちの印刷」で官公需対策を取り上げます。

－ 10 － － 11 －

●平成23年度２月期理事会・支部長会

木野瀬吉孝次期理事長候補が
副理事長候補４氏を発表
細井俊男氏（留）、鳥原久資氏（留）、
岡田邦義氏（留）、鈴木正氏（新）

　東日本大震災からの復興事業を国民的事業として記
念して、1万円金貨及び千円銀貨を発行することにな
り、そのデザインを募集している。
　〈募集要項〉
　⑴デザインの内容
　①テーマは自由ですが、東日本大震災からの復興事
業を記念するものとする。②募集するのは、1万円金
貨幣（直径26㎜、純金）、千円銀貨幣（直径40㎜、純
銀、カラー)。③貨幣になったときは「日本国」と「額
面」が入る。
　⑵応募の方法
　①未発表のオリジナル作品に限る。②白のA4版
用紙を横に使用し、１万円金貨幣は直径13㎝の円
形、千円銀貨幣は直径16cmの円形に描く。(中学生
以下は円形に描かなくても可)。③1万円金貨幣は黒
色、千円銀貨幣はカラーで描く。④デザインの応募
は、郵送でも電子メールでも可能。
　⑶送り先
　・１万円金貨幣／〒539-0022郵便事業㈱大阪支
店気付け　造幣局金貨デザイン担当（封筒に「1万円
金貨図案」と朱書き）
　・千円銀貨幣／〒539-0033郵便事業㈱大阪支店
気付け　造幣局銀貨デザイン担当（封筒に「千円銀貨
図案」と朱書き）
　・メールの場合は、造幣局ホームページ
http://www.mint.go.jp/へ。
　⑷締め切り及び入選発表
　締め切りは平成24年3月21日㈬必着。入選発表は
平成24年5月末。中間発表も行う。
　⑸表彰
　入選作品には、表彰状、記念品を贈呈。
　⑹問い合わせ先
　ハローダイヤルTEL050(5548)8686造幣局金貨
デザイン担当又は銀貨デザイン担当
e-mail:kahei.koubo＠mint,go.jp

東日本大震災復興事業記念貨幣の
　　　　　　　　　　デザイン募集

■財務省／造幣局
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いただきました」と捕捉説明。
　●経営・革新環境委員会
　細井俊男副理事長が第３回ポスターグランプリの
実施要領を説明。
　●マーケティング委員会
　鬼頭則夫委員長が１月17日開催の委員会（議題は
竣工記念セミナー）の内容を報告。
　●共済・労務委員会
　猪飼重太郎委員長がレクリエーションと共済事業
について説明するとともに協力を要請。
　●教育委員会
　岡田邦義副理事長が平成24年度「印刷業界の新入
社員研修会」の内容を説明するとともにAdobe全印
工連特別ライセンス第２期募集結果を報告。
　●青年部
　荒川壮一担当理事が全国の青年印刷人が集うイベ
ント「Print Next2014」を名古屋（中部ブロック）
で開催することを報告。
　この後、髙井理事長から全印工連の次期役員の報
告があり、愛印工の次期副理事長については、次期
理事長候補の木野瀬副理事長が、細井俊男、鳥原久
資、岡田邦義の３副理事長の留任、鈴木正理事（東
三河支部長）の新任を提案。拍手で承認されました。
　5報告事項
　なし
　6その他

　商工中金の特別融資制度について加藤専務理事が
説明。
　〈支部長会〉
　各支部長及び代理人が支部の活動状況を報告。
　　■組織・官公需委員会の報告に関しての質疑応
答
　組織・官公需委員会の官公需対策に対して、出席
理事から「三重県では北川（正恭）知事の時に、県
庁内の印刷機を全部出しました。愛知県でも、県庁
や各市町村が設備する印刷機を全部出していただく
ような要請を組合が絶対にすべきではないでしょう
か」という意見が出されました。
　これに対して木野瀬副理事長は次のように回答し
ました。
　「県の印刷機に関しては申し入れはしてあります。
県の意向としては、正式な返答ではないのですが、
『今後、もう入れることはない。増設することはな
い』とのことです。ただ、現在使用中のものは、し
ばらくは使うという姿勢です」
　官公需対策に関連して、木野瀬副理事長は官公庁
の一般競争入札における「競り下げ方式」（一定の
時間内に複数の入札業者に繰り返し最安値を競わせ
る方式）導入がデフレと価格破壊をもたらすと危険
性を指摘。昨年12月と本年１月に競り下げ方式に
よる入札を実施した厚生労働省に個人的に抗議文を
送り、「その返答を厚生労働省からもらう」ことに
なっていることを明らかにしました。
　また、木野瀬副理事長は「印刷物の積算見積書提
出に関するアンケート」の目的を説明し、理解と協
力を求めました。
　なお、出席理事から「厳しい姿勢でないと、業界
は流されてしまいます。活動内容や返答を報告して
ください」という要望が出されましたので、随時、
「あいちの印刷」で官公需対策を取り上げます。
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●平成23年度２月期理事会・支部長会

木野瀬吉孝次期理事長候補が
副理事長候補４氏を発表
細井俊男氏（留）、鳥原久資氏（留）、
岡田邦義氏（留）、鈴木正氏（新）

　東日本大震災からの復興事業を国民的事業として記
念して、1万円金貨及び千円銀貨を発行することにな
り、そのデザインを募集している。
　〈募集要項〉
　⑴デザインの内容
　①テーマは自由ですが、東日本大震災からの復興事
業を記念するものとする。②募集するのは、1万円金
貨幣（直径26㎜、純金）、千円銀貨幣（直径40㎜、純
銀、カラー)。③貨幣になったときは「日本国」と「額
面」が入る。
　⑵応募の方法
　①未発表のオリジナル作品に限る。②白のA4版
用紙を横に使用し、１万円金貨幣は直径13㎝の円
形、千円銀貨幣は直径16cmの円形に描く。(中学生
以下は円形に描かなくても可)。③1万円金貨幣は黒
色、千円銀貨幣はカラーで描く。④デザインの応募
は、郵送でも電子メールでも可能。
　⑶送り先
　・１万円金貨幣／〒539-0022郵便事業㈱大阪支
店気付け　造幣局金貨デザイン担当（封筒に「1万円
金貨図案」と朱書き）
　・千円銀貨幣／〒539-0033郵便事業㈱大阪支店
気付け　造幣局銀貨デザイン担当（封筒に「千円銀貨
図案」と朱書き）
　・メールの場合は、造幣局ホームページ
http://www.mint.go.jp/へ。
　⑷締め切り及び入選発表
　締め切りは平成24年3月21日㈬必着。入選発表は
平成24年5月末。中間発表も行う。
　⑸表彰
　入選作品には、表彰状、記念品を贈呈。
　⑹問い合わせ先
　ハローダイヤルTEL050(5548)8686造幣局金貨
デザイン担当又は銀貨デザイン担当
e-mail:kahei.koubo＠mint,go.jp

東日本大震災復興事業記念貨幣の
　　　　　　　　　　デザイン募集

■財務省／造幣局



　㈳日本印刷産業連合会（猿渡智会長、以下／日印産連）が

展開している印刷産業界の環境に配慮した印刷総合認定制度

「グリーンプリンティング（GP）認定制度」の認定基準の

一部が、このたび、「国等による環境物品等の調達の推進等

に関する法律（グリーン購入法）の判断基準等に採用された。

　これは、平成24年２月７日に閣議決定されたグリーン購

入法に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」

の変更点のなかで、「役務̶印刷」の判断基準にグリーンプ

リンティング（GP）認定制度における認定基準の一部を参

考に改定されたもの。

　今回のグリーン購入法・基本方針の変更は、前年度の「製

版、刷版、オフセット印刷、表面加工、製本加工」各工程の

GP工場認定基準の必須項目の採用に引き続き、デジタル印

刷工程認定基準の必須項目（印刷機の環境負荷低減、製紙原

材料等へのリサイクル）が採用された。

　この結果、印刷業界の代表団体である日印産連が客観的照

明により認定しているグリーンプリンティング認定工場は、

グリーン購入法の印刷に係る判断基準「印刷の各工程におけ

る環境配慮基準」を満たしている工場として位置付けられる

ことになった。

　■環境省「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」の

変更について

　「LED照明」「自動車」「印刷」に関する判断基準の強化

を図るなど、15品目の基準などの見直しが行われた。

　【変更点／主な品目における基準見直しの概要】

　［1］LED照明器具及び電球形状のランプ（LEDランプ）

　光源色別のエネルギー消費効率を設定し、エネルギー消費

効率や寿命など判断の基準強化を図る。

　［2］自動車　重量車の追加など対象範囲を拡大。また、

ガソリン車における燃料基準及び乗用車における排出ガス基

準の強化を行う

　［3］高日射反射率塗料　JIS企画の判定に伴い、高明度塗

料の扱いを主とした判断の基準の見直しを行う。

　［4］印刷　デジタル印刷に関連する各工程における環境

配慮項目を判断の基準に追加。また、オフセット印刷に使用

するインキ、デジタル印刷に使用するトナー及びインクの化

学安全性の確認を判断基準に追加した。

  〈参考資料〉

　■グリーン購入法「印刷̶役務」の「判断の基準」について

　国の発注基準であるグリーン購入法の印刷役務の「判断基

準」として、印刷を発注する印刷会社が行っていなければな

らない各工程の環境配慮基準が設定されている。

　㈳日本印刷学会中部支部では、愛知・岐阜・三重の各

印刷工業組合、画像技術研究会、中部GC工業組合の協

賛により、１月28日東桜会館で「冬季印刷技術セミナー

（湿し水／この魔法の水を自在に操る方）」を開催した。

　【セミナーテーマ】

　◆「インキの組成と湿し水の役割」　東洋インキ㈱印

刷・情報技術統括部技術第１部第１課課長花田朋弘氏。

　◆「CTP版材と湿し水」　富士フイルム㈱グラフィッ

クシステム事業部刷版事業グループ松田伸明氏。

　◆「自社印刷現場での問題点と解決策（質疑応答タイ

ム）」花田、松田両氏、司会：画像技術研究会高木茂男氏。

　花田氏は、「インキメーカーの観点から湿し水とイン

キの関係について話をする」と前置きし、次の項目につ

いて説明した。①湿し水に要求される能力、②湿し水と

インキの関係、③インキから見た湿し水の管理。

　また、松田氏は、「良い湿し水＆プレート」について、

「オフセット印刷特有のトラブルを抑制する機能をCTP

版と湿し水に付与することで、高品質＆使いやすさの向

上が期待できる。ただし、良い材料を使用する、湿し水

を使いこなすことがポイントになる」と指摘した。

　質疑応答タイムでは、湿し水、インキ、版材における

トラブル解決策などが話し合われた。また、オブザーバ

ーとして日本平版機材㈱武井満社長が加わった。

　㈳日本印刷産業連合会（猿渡智会長）が主催する印
刷産業環境優良工場表彰の応募要領が発表された。
　１）応募資格
　①㈳日本印刷産業連合会の会員団体傘下企業、②印
刷及び印刷加工に係わる工場、③第２次審査への応募
は、１企業に付き1工場に限る、④工場稼動後３年以
上経過していること（平成24年３月１日現在）。
　２）応募の手続き
　①応募する工場は第１次審査用応募表を１通提出、
②過去に当環境表彰を受賞した工場は第１次審査を免
除、③第１次審査を通過した工場が第２次審査用応募
書類を提出することができる（該当工場には連合会か
ら４月中旬に通知）。
　※応募書類は日印産連ホームページからダウンロー
ドできる。 http://www.jfpi.or.jp/
　３）応募期間
　第１次審査　平成24年２月20日㈪～３月30日㈮
　第２次審査　平成24年４月20日㈮～５月31日㈭
　４）表彰の種類
　経済産業大臣賞、経済産業省商務情報政策局長賞、
㈳日本印刷産業連合会会長賞、㈳日本印刷産業連合会
奨励賞。（上記以外、表彰に値する工場には特別賞を
授与）
　５）審査方法及び審査基準
　書類審査及び現地審査（必要に応じ）。審査基準（略）。
　６）表彰式
　日時：平成24年９月12日㈬
　会場：ホテルニューオータニ（東京都千代田区）
　　　 「2012年印刷の月・記念式典」にて表彰
　7）問合せ先
　㈳日本印刷産業連合会環境表彰担当
　〒104-0041 東京都中央区新富1-16-8
　TEL03(3553)6051　FAX03(3553)6079
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■「グリーン購入法」情報

「グリーン購入法」の印刷基準に
　　　「GP認定基準」の一部を採用

日本印刷学会中部支部

テーマ：湿し水／この魔法の水を自在に操る法

「冬季印刷技術セミナー」開催

第11回印刷産業環境
　　優良工場表彰応募要領

「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」から

20-2　印刷
【判断の基準】
印刷の各工程において、表2に示された環境配慮のための措置が講じられていること。
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　４）表彰の種類
　経済産業大臣賞、経済産業省商務情報政策局長賞、
㈳日本印刷産業連合会会長賞、㈳日本印刷産業連合会
奨励賞。（上記以外、表彰に値する工場には特別賞を
授与）
　５）審査方法及び審査基準
　書類審査及び現地審査（必要に応じ）。審査基準（略）。
　６）表彰式
　日時：平成24年９月12日㈬
　会場：ホテルニューオータニ（東京都千代田区）
　　　 「2012年印刷の月・記念式典」にて表彰
　7）問合せ先
　㈳日本印刷産業連合会環境表彰担当
　〒104-0041 東京都中央区新富1-16-8
　TEL03(3553)6051　FAX03(3553)6079

－ 12 － － 13 －

■「グリーン購入法」情報

「グリーン購入法」の印刷基準に
　　　「GP認定基準」の一部を採用

日本印刷学会中部支部

テーマ：湿し水／この魔法の水を自在に操る法

「冬季印刷技術セミナー」開催

第11回印刷産業環境
　　優良工場表彰応募要領

「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」から

20-2　印刷
【判断の基準】
印刷の各工程において、表2に示された環境配慮のための措置が講じられていること。
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特別管理産業廃棄物管理責任者に
関する講習会

　［概要］特別管理産業廃棄物管理

責任者に関する講習会は、廃棄物処

理法に定められている特別管理産業

廃棄物管理責任者になろうとする人

などが、必要な知識を習得すること

を目的としている。

　［受講対象者］特別管理産業廃棄

物管理責任者の資格を取得されたい

方などが対象。

　［受講の目的］特別管理産業廃棄

物に係わる管理全般にわたる業務を、

適切に遂行するために必要な知識及び

技能を習得することを目的としている。

　［講習会］講習会名：特別管理廃

棄物管理責任者に関する講習会、対

象者：特別管理産業廃棄物管理責任

者の資格並びに必要な知識を習得し

ようとする方、講習機関：１日、受

講料：12,000円（税込み）

　[平成24年度講習会] 開催日程の公

表：平成24年３月25日、受付開始：

平成24年４月１日。

　申し込み受付については、４月１日

以降に各都道府県にある産業廃棄物

協会に問い合わせを。

　[詳細] ㈳愛知県産業廃棄物協会　

〒460-0022 名古屋市中区金山2-10-9

第８フクマビル５F

TEL052(332)0346 FAX052(322)0136

■愛知県印刷工業組合の新印刷会館

「MEDIAGE Aichi（メディアージュ

愛知）」が竣工いたしました。２月

16日に来賓、組合員の方々約130名

の参加を得まして竣工披露祝賀会を

開催いたしました。ご参加いただき

ました皆様にお礼申しあげますとと

もに、ご都合で参加できなかった皆

さんも、是非一度足をお運びくださ

い。新印刷会館メディアージュ愛知

　愛知、岐阜、三重３県の印刷工業組合と愛知県印刷協同組合が主催し、“まちの

魅力を伝えよう！”をテーマに開かれました第２回「ポスターグランプリ」の作品

集が出来上がりました。作品集には、グランプリ、優秀賞、特別賞、協賛会社賞、

そして、入選作品151点が掲載されています。

　作品集の刊行にあたり、愛印工組髙井昭弘理事長は次のような言葉を寄せていま

す。「前回を越える300点近くの応募がありました。どの作品も大変素晴らしく、

若者の感性の豊かさに感動いたしました。時代はハードからソフトに変遷しており

ますが、そのソフトの中心にはデザインがあります。これを支えていくのは学生さ

んたちです。彼らの若く新しい感性や発想が最も必要とされている時代だと思いま

す。デザインは、我々の業界においてはなくてはならないものの一つです。デザイ

ンなくしては成り立たない業界です。このポスターグランプリが目的としている

『デザインを志す若者の育成』は、ひいては未来の印刷業界の発展に繋がると信じ

ております。デザインを志す若者が、力を発揮できる場所は印刷業界であると認識

し、組合としても頑張ってまいります」。（抜粋）

は、業界の拠点として、組合員の皆

様方の情報発信基地としての役割を

担っていきます。今後、講習会、セ

ミナー、各種の催しものなどを通じ、

最新情報の提供、また、人材育成セ

ンターとして幅広い活動を行ってま

いります。ご期待ください。■本文

７ページの記事中にもご案内いたし

ましたが、４階にテナントを募集し

ております。地下鉄桜通線「高岳」

駅１番出口から徒歩３分の立地条件

にあります。テナントを探している

企業など、お心当たりがありました

ら是非お勧めください。■新しい事

務所に移り事務職員も頑張っており

ます。組合事業に関し、何かありま

したらお気軽に声を掛けていただけ

れば幸いです。

－ 14 － － 3 －

巻頭言

　我々の新しい基地、印刷会館「MEDIAGE 
Aichi｣（メディアージュ愛知）が、竣工しました。
　約50年の歳月が流れ生まれ変わった姿は、今
の時代に即したすばらしい建物になりました。
　よく知り合いに「高岳に印刷会館ってあるよ
ね、もうかなり年代ものだね！」と言われた覚
えがあります。
　この業界に生きる者として、印刷が古臭いイ
メージを持たれたような気がして、悔しい思い
をしたことを覚えています。
　また、昨年の震災後は特に老朽化した建物で
のセミナー開催に不安を感じたこともありました。
　新会館には、関連業界・団体の方々に以前か
らも入居していただいておりましたが、まだテ
ナントに余裕があるので是非、印刷関連業界の
方に入居いただけると新たな情報発信基地とし
て、更にシンボル的な存在になるのではないで
しょうか。
　新会館の建替えには、本当にたくさんの方々
や組合員の皆さんにご協力をいただきました。
感謝を申し上げます。
　しかし、今回の新会館の建設に際して、私が
最も感謝を申し上げたいのは、前理事長で協同
組合の白井紘一理事長と現工業組合の髙井昭弘 

理事長であります。
　このお二人がいなかったら新会館の建設は、
まだ実現していなかったと思っています。
　何年も前からお二人が建替えのことを話して
みえるのを知ってはいましたが、聞けば聞くほ
ど複雑な状態で、一筋縄ではとても解決できな
い問題が、山積みの状態でした。ただでさえ公
務に追われてお忙しい中、本当にご苦労なさっ
たと思われます。
　以前より髙井理事長は方針の中で、経常利益
率５％達成・業態変革の推進を唱えてみえました。
　組合員の皆さんの中には、「そんなこと言っ
ても無理だよ！」なんて思われた方もみえるか
も知れませんが、新会館の建設過程で、お二人
のリーダーシップと、目標達成への執念の凄さ
を感じました。
　私は経営革新委員会の担当ですが、セミナー
でどんな勉強をして知識を得ても、どんな目標
を掲げても要は必ず実行して目標を達成する不
退転の精神が必要である事を、改めて学ばせて
いただきました。
　お二人が、「MEDIAGE Aichi｣（メディアージュ
愛知）という財産を業界に残して下さったこと
に深く敬意と感謝を申し上げます。

「感　謝」

副理事長　細井　俊男

お知らせ

事務局だより

第２回ポスターグランプリコンペティション

「作品集」ができました

作品集は、A4判16ページ、非売品。
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